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分担研究報告書 

 
公衆浴場における混浴に関する意識についての調査研究 

―成人を対象とした調査研究― 
 

研究分担者 杉崎 弘周    新潟医療福祉大学 准教授 
 

研究要旨：公衆浴場法については、昭和 23 年に出された「公衆浴場法」において設備

や認可について定められている。これに加えて、風紀に必要な措置を各自治体が条例で定

めることとされている。本研究では、公衆浴場における子どもとの混浴についての意識を

明らかにすることを目的とした。調査は 2019 年 12 月に Web アンケートによって行われ

た。3,631 名の回答を分析の対象とした。「子どもに混浴させた経験がある」は、56.4%(男
性 48.0%、女性 52.0%)、「子どもの混浴の遭遇がある」は 68.0%であった。「子どもに最

後に混浴させた年齢」では、「3 歳」が 22.1%で最も割合が高く、「5 歳」が 19.4%、「4 歳」

が 15.7%、「6 歳」が 15.0%、「2 歳」が 11.4%と続いた。「混浴させた内容」では「男児を

女湯に」が 63.3％、「女児を男湯に」が 49.4%であった。「子どもの混浴の許容範囲」で

は、「制限の必要はあるが一律に年齢制限をする必要はない」が 30.7%であり、「年齢制限

の必要なし」が 14.9%、「混浴の全面禁止」が 4.8%であった。「6 歳から」が 18.5%、「7
歳から」が 15.7%という回答割合が高かった。最後に混浴させた年齢は 7 歳から急激に

減少、禁止とすべき年齢では 6 歳をピークに 7 歳がこれに続く結果であった。 
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Ａ．調査目的 

 公衆浴場は、「温湯、潮湯又は温泉その他を

使用して、公衆を入浴させる施設」と定義され

ている[1]。一般的には銭湯と呼ばれ、現在では

350円から400円程度の入浴施設である。公衆

浴場は、日本の伝統文化であり、それと同時に

日本では男女が水着等を付けず一緒に入浴す

る混浴という文化も楽しまれている。 

公衆浴場については、昭和23年に出された

「公衆浴場法」において設備や認可について定

められている。これに加えて、風紀に必要な措

置を各自治体が条例で定めることとされてい

る。混浴における年齢制限はこの風紀に必要な

措置に含まれるものである。現代における子ど

もの発達発育に合っていないことやこれから

増加する訪日外国人観光客にとって公衆浴場

での子どもとの混浴が理解できないことが問

題である。 

そこで本研究では、公衆浴場における子ども

との混浴についての意識を明らかすることを

目的とした。 

 

Ｂ．調査方法 

 調査の対象は、委託した調査会社にモニター

登録をしている者で、条件に合う者とした。調

査は2019年12月に行われ、Webアンケートに

質問項目を記した。調査内容は公衆浴場の利用

経験の有無、性別（男性・女性）、子どもの有
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無、子どもに混浴をさせた経験の有無、子ども

にさせた混浴についての内容、最後に子どもに

混浴をさせた年齢、子どもの混浴の遭遇の有無、

子どもの混浴の許容範囲の8項目を調査し、公

衆浴場における混浴に対する意識についてた

ずねた。調査時には、文章を提示して同意があ

ったものに関して調査を実施した。 

 本研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の承

認を経て実施された。 

 

Ｃ．調査結果 

調査委託業者に登録している84,698名にメ

ールによる参加依頼をして9,515名からの応募

があった。このうち、公衆浴場の利用経験がな

い者、文章の提示に対して同意のできない者、

調査会社関係者に該当した場合は、その時点で

終了した。この結果、応募者から5,884名が除

外された。以上の手続きを経て3,631名の回答

を分析の対象とした。結果は「性別（男性・女

性）」では、「男性」が50.0%、「女性」が50.

0%であった（表1）。「子どもの有無」では「あ

る」が49.7%(男性49.7%、女性50.7%)「ない」

が50.3%(男性50.4%、女性49.6%)であった。 

「子どもに混浴させた経験の有無」では、「あ

る」が56.4%(男性48.0%、女性52.0%)、「ない」

が43.6%(51.8、女性48.2)であった。 

「子どもの混浴の遭遇の有無」では、「ある」

が68.0%、「ない」が32.0％であった。 

「混浴させた内容」では「男児を女湯に」が6

3.3％、「女児を男湯に」が49.4%であった。 

「子どもに最後に混浴させた年齢」では、「0

歳」が1.3%、「1歳」が3.1%、「2歳」が11.4%、

「3歳」が22.1%、「4歳」が15.7%、「5歳」が

19.4%、「6歳」が15.0%、「7歳」が6.5%、「8

歳」が3.5%、「9歳」が1.0%、「10歳」が0.7%、

「11歳」が0.2%、「12歳」が0%であった（表

 2）。 

「子どもの混浴禁止について」では、「混浴禁

止の必要はない」が14.9%、「混浴の全面禁止」

が4.8%、「混浴禁止の必要あり」の80.3%であ

った。禁止とする年齢の内訳では、「1歳から」

が0.6%、「2歳から」が0.9%、「3歳から」が

5.8%、「4歳から」が5.1%、「5歳から」が8.

5%、「6歳から」が18.5%、「7歳から」が15.

7%、「8歳から」が3.5%、「9歳から」が2.2%、

「10歳から」が6.5%、「11歳から」が0.6%、

「12歳以上から」が1.4%、「制限の必要はある

が一律に年齢制限をする必要はない」が30.7%

であった（表 3）。 

 

Ｄ．考察 

 全国調査から子どものいる者の中で、「混浴

をさせた経験があった」は56.4%であった。日

本の親のおよそ2人に1人は、公衆浴場で子ども

に混浴をさせたということが明らかとなった。

さらに、子どもがいる者、いない者合わせて「混

浴に遭遇した経験があった」は68.0%であり、

いずれも半数を超える結果であった。 

最後に子どもを混浴させた年齢では7歳以降

で急激に減少していた。これは小学校入学を区

切りとして公衆浴場において1人で入浴させる

場合が多いのではないかと考えられる。また、

小学校入学前後になると、子どもの方も異性の

親と一緒に入浴することを嫌がったり、男児が

女湯、女児が男湯に入浴したくないと思い始め

たりする可能性が考えられる。子どもの混浴の

男女別の実態を見ると、「男児を女湯に」の割

合は63.3%、「女児を男湯に」の割合は49.4%で

あり、「男児を女湯に」の割合が高かった。こ

の背景として日本では、父親が仕事で子どもと

一緒に公衆浴場で入浴をすることができず、代

わりに母親が混浴をさせていることなどが考

えられる。一方、「女児を男湯に」の割合が少

ない背景として、女児が男湯で盗撮の被害にあ
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うなどの事件に巻き込まれる事例が増加して

おり[2]、女児を男湯に入浴させたくないという

親も少なくないことなどが考えられる。 

禁止とするべき年齢で具体的な数値を挙げ

た中で「6歳」、「7歳」の割合が高くなってい

たのは、先述した「最後に子どもを混浴させた

年齢」でも小学校入学を区切りに割合が低くな

っていることと一致している。また「10歳」の

割合が前後の年齢と比べてわずかに高くなっ

ていることについては、各自治体で定められて

いる混浴の制限年齢が10歳以上の割合が高い

ことと関連しているものと考えられ、自分の住

んでいる自治体のルールを知っていることが

予想される。子どもの混浴を全面禁止すること

について、子どものいる立場では、子どもを事

件やトラブルなどから守りたいという気持ち

が考えられる。一方、子どものいない立場では、

公衆浴場の男湯に女児がいることで男性入浴

者があらぬ疑いをかけられることを嫌う場合

や、女性が男児と一緒に入浴したくない場合が

あると考えられる。 

  

Ｅ．結論 

 子どもの混浴を禁止とするべき年齢につい

ては、6歳か7歳という回答が高いことが明らか

となり、子どもや大人、障害を持った者、外国

人などすべての公衆浴場の利用者が公衆浴場

を快適に使用できるように検討する必要ある。 
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表 1.  回答者の属性 

 回答数 %  

性別    

男性 1817 50.0  

女性 1814 50.0  

年齢    

 30 歳未満 15 0.4  

 30 歳代 271 7.5  

 40 歳代 1003 27.6  

 50 歳代 1587 43.7  

 60 歳代 586 16.1  

70 歳代以上 169 4.7  

    

子どもの有無    

有 1804 49.7%  

無 1827 50.3%  

子ども有    

男性 896 49.7%  

女性 908 50.3%  

子ども無    

男性 921 50.4%  

女性 906 49.6%  
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子どもに混浴をさせた経験 

有 1018 56.4%  

無 786 43.6%  

混浴の種類 (複数回答可) 

男児を女湯に 644 63.3%  

女児を男湯に 503 49.4%  

子どもの混浴に遭遇した経験 

有 2469 68.0%  

無 1162 32.0%  
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表 2.  子どもに最後に混浴させた年齢 

年齢 

男児の女湯利用 

 (n=644) 

女児の男湯利用 

 (n=503) 

n %  n %  

0 10 1.6  4 0.8  

1 21 3.3  14 2.8  

2 62 9.6  62 12.3  

3 140 21.7  103 20.5  

4 96 14.9  80 15.9  

5 127 19.7  106 21.1  

6 106 16.5  73 14.5  

7 46 7.1  34 6.8  

8 23 3.6  18 3.6  

9 8 1.3  4 0.8  

10 4 0.6  4 0.8  

11 1 0.2  1 0.2  

> 12 0 0  0 0  
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表 3. 子供の混浴禁止について 

合計 子ども有 (n=1804) 子ども無 (n=1827) 

 n %  n %  n %  

必要なし 542 14.9  226 12.5  316 17.3  

全面禁止 175 4.8  58 3.2  117 6.4  

必要あり 2914 80.3  1520 84.3  1394 76.3  

年齢          

1 17 0.6  9 0.6  8 0.6  

2 26 0.9  15 1.0  11 0.8  

3 169 5.8  83 5.5  86 6.2  

4 150 5.1  79 5.2  71 5.1  

5 248 8.5  138 9.1  110 7.9  

6 538 18.5  300 19.7  238 17.1  

7 457 15.7  303 19.9  154 11.0  

8 102 3.5  64 4.2  38 2.7  

9 65 2.2  36 2.4  29 2.1  

10 190 6.5  101 6.6  89 6.4  

11 17 0.6  6 0.4  11 0.8  

> 12 40 1.4  13 0.9  27 1.9  

条件付 895 30.7  373 24.5  522 37.4  

必要なし：混浴禁止の必要はない 

全面禁止：混浴の全面禁止 (= 0 歳からの禁止) 

必要あり：子供の混浴は年齢に応じて禁止する必要がある 

条件付：子供の混浴は年齢に応じて制限する必要があるが一律の年齢制限とする必要はない 


